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はじめに

■本資料は、国際交流サービス協会「これなら使える！外国人旅行者 実践おもてなし完全パック
＜旅館・ホテル編＞」購入者の方向けの資料として、インバウンド（外国人旅行者の訪日誘致）に
おける宿泊施設の集客についてまとめた資料となります。

■本資料では、さまざまな集客手法の中でも、外国人旅行者の7割以上を占める個人旅行（FIT）を
想定し、比較的安価に実施しやすい「インターネットを使った集客」を中心に紹介をしております。

■資料中に会社名および製品・サービス名は各社の登録商標または商標となります。

■また、資料中記載の数値・データ・サービス内容等は情報収集時点で当協会が把握できた情報と
なります。サービス内容などについてはその後変更されている可能性もございますので、実際に
ご利用を検討される際はサービス提供元などにお問い合わせ・ご確認ください。

■本資料中の手法を使っての集客効果や費用は、各施設の状況や実施の内容などによって異なり
ますのでご注意ください。実施に当たっては各施設の責任の下でお願いいたします。

1



Copyright©2017 All rights reserved by  IHCSA

0%

10%

20%

30%

40%

外国人旅行者の情報収集はインターネット経由が中心

外国人旅行者の日本に関する情報収集手段において
「インターネット」の重要性がますます高まっています。

【訪日前に得た情報で役に立ったもの】

出典：観光庁外国人消費動向調査（平成28年） n=23,608

インターネットの重要性は、特に、個人旅行者で顕著だといえます。

（％）
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外国人旅行者は団体か個人か

外国人旅行者の4人に3人は個人旅行で日本を巡っています。

【訪日外国人旅行者 団体旅行／個人旅行】

出典：観光庁外国人消費動向調査（平成28年） n=27,812

各国とも個人旅行者の比率は年々上昇しています。これに伴い、以下の個人旅行者の特徴への対応
が求められています。
◆旅行者のニーズが多様化・個別化してきている
◆「ゴールデンルート以外」を好む傾向があり、行動範囲が広い
◆地域の情報を自ら集めるので、無料Wi-Fiのニーズが高い
◆公共交通機関の利用頻度が高いので、分かりやすい交通情報の提供が必須
◆受入施設の外国語対応準備が必要
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宿泊施設でも実感されているインターネットの力

東京都区内
インバウンド成功旅館
館主

「（外国人個人客の予約は）5・6年
くらい前までは旅行会社経由での
予約が多かったが、今は直接予約
が多くなった。」
「インターネットを通じての予約が
中心。約40%が公式ホームページ
を通じての直接予約で、約30％が
OTA（宿泊予約サイト）を経由。」

「外国人個人客の予約で多
いパターンは、ガイドブックで
見て、施設のホームページを
見て、最終的にはトリップアド
バイザー（口コミサイト）で施
設の口コミを見て予約という
もの。」

静岡県内
インバウンド成功旅館
マネージャー

当協会による宿泊施設ヒアリング調査より 4
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インターネット集客の特徴

他の手段に比べ、比較的 低価格で実施ができます。

インターネット以前、宿泊施設が海外のお客様に自施設を知ってもらうための手段は限られていました。
海外の旅行ガイドブックなどに広告を出す場合は一回ごとに数十万円などの費用がかかる場合もあり、なか
なか単独では取り組みづらいものでした。
しかし、インターネット集客は、インターネットに接続できる環境があれば、比較的低価格でスタートすること
ができます。
無償で情報登録できるサイトなどもありますし、広告展開を行う場合も、月数千円～数万円単位からスタート
することも可能です。

インターネット集客は、どれだけ効果があったかを測定するのが容易です。

雑誌などに出す広告と異なり、インターネットでの集客は、「どの施策がどの程度効果があったか」を比較的
測定しやすいのが特徴です。
自施設の外国語ホームページにどの程度の人がアクセスしているのか、どこの国の人が多いのか、また、
広告についてもどの広告からどの程度の集客があったのかを測定することができます。
場合によっては、反応を見ながら広告の表現を変えたり、ホームページの内容を変えたりすることで、より効
果的な展開が可能です。

口コミなどで「お客様がお客様を連れてきてくれる」好循環が作れます。

インターネットの特徴は、口コミなどの情報が広がりやすいことです。インバウンドで徐々に外国人のお客様
を増やし、インターネット上で自施設の口コミを増やしていくことで、「お客様がお客様を連れてきてくれる」好
循環を作ることができます。
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インターネット集客のポイント

インターネット上に数多くある「日本の宿泊施設」の情報から
外国のお客様に、自施設の情報に「気がついてもらえるか」が

重要です。

外国語のホームページがあっても、
お客様が気がつかなければ「存在していない」のと同じになってしまいます。

「気づいてもらう」ための
集客のポイント

③Google（グーグル）など
検索サイトで探しやすくする

②宿泊施設予約サイトに
登録する

①旅行関連情報サイトに
情報を掲載する

・検索連動での広告
・検索サイト対策

＜手法＞

・海外ネットエージェント登録

・国内ネットエージェントの
外国語サービス登録

＜手法＞

・旅行情報口コミサイトの活用

＜手法＞

次ページより、それぞれについて具体的に説明していきます
6
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①旅行関連情報サイトに情報を掲載する

概要

ポイント

●旅行関連の情報や口コミを掲載するサイトに、自施設の情報を
登録したり、自施設ホームページへのリンクをはります。

●旅行関連情報サイトの中でも、宿泊施設（飲食店、観光施設など）の口コミサイトである
「トリップアドバイザー」の存在感が増しています。

●最終的に予約につなげるためには自施設ホームページの設置か、ネット予約サイトの
利用が望ましいでしょう。

●無料のサービスのほか、有料のサービスもあります。

●これは、宿泊施設に対し、ユーザーがその評価や感想などを自由に記載できるサイト
になります。全世界で月間平均約4億5千万人（ユニークユーザー）が、口コミを見たり、
書いたりしています。

●トリップアドバイザーは登録施設数が多いため（日本の宿泊施設でも約3万軒以上の
登録があります）外国人の方の多くは、予約前に確認されることが多いようです。
一度、外国人のお客様に好意的な口コミを書いてもらうと、それをきっかけに多くの
外国人のお客様が来訪されるようなことも起こっています。

●自分と同じ国の人が泊まった宿は多くの人にとって安心感があるようです。
（私たち日本人も外国を訪問する際、日本語で好意的なクチコミがある宿は安心できる
と思います）。ですので、来訪された外国人のお客様には積極的にクチコミを書いて

いただくようお願いするのがよいでしょう。

7

●「トリップアドバイザー」の場合。掲載される施設情報・口コミは49カ国の言語に翻訳され、
世界中で情報を共有してもらうことができます。
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世界最大級の旅行情報・口コミサイト「トリップアドバイザー」

2000年に米国で設立

アメリカ/イギリス/フランス/ドイツ/スペイン/イタリア/

インド/日本/中国など49カ国、28言語のサイトを運営

- 月間ユニークユーザー4億5千万人（旅行関連で世界最大）

- 会員数 9600万人

- 世界中の約190万件の宿泊施設、約430万件のレストラン、

約80万件の観光名所の情報を掲載

- 5億7千万件を超える口コミ情報

■トリップアドバイザー
（http://www.tripadvisor.jp/）

8
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「トリップアドバイザー」の主な特徴

■日本国内で3万軒の宿泊施設が登録されている。

未登録の施設も、トリップアドバイザーに登録を依頼することができます。

■自施設の口コミ画面から、自施設ホームページへのリンクをはれる（有料）。

口コミを見てそのまま予約へと誘引することが可能です。

■自施設のホームページ上に、トリップアドバイザーの口コミを転載できる。（無料）

自施設のホームページ内で、トリップアドバイザーに掲載された口コミ内容を掲載することができます。
直接ホームページにこられた方に対し、予約への強力な後押しになります。

上のほかにも、利用者に対して施設を魅力的に表現したり、予約へ導くための仕組みがございます。
国際交流サービス協会では、トリップアドバイザーサイトのユニークな活用法についてもご提案可能です。

ご興味のある方は「インバウンド カフェ」ホームページよりお問い合わせください。
9

■旅行者の口コミや問い合わせに返信できる。（無料）

利用者に対する施設の真摯な取り組みを伝えることができます。

■トップ画面に載せたい画像を指定できる。（無料）

適切な画像を配置することにより分かりやすく提示でき、施設の特徴をアピールすることができます。
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「トリップアドバイザー」の口コミ例

写真付きで好意的な書き込み。
多くの外国人旅行者の参考になっています。

10
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②宿泊施設予約サイトOTA(Online Travel Agent)に登録する

概要

ポイント

●インターネットの宿泊施設予約サイトに自施設の情報を登録します。

●外国人のお客様に訴求出来る方法としては、 「海外の宿泊予約サイトに登録する」
「日本国内の宿泊予約サイトの外国語版に登録する」の2パターンがあります。

●宿泊施設予約サイトへの登録は、自施設の外国語ホームページがなくても実施できます。
予約サイトが自施設のホームページの代わりに集客や予約代行を行ってくれます。

●宿泊施設予約サイトは、登録は無料で、総客数に応じた手数料を取るタイプが多いようです。
料率はサイトによって様々（10%～30%前後）ですので、個別にご確認ください。

●宿泊施設によっては、自施設のホームページ内の予約ボタンの先にネット予約サイトを
活用している施設もあります。自施設のホームページの予約機能の代わりとしての利用です。

●予約サイトの中には宿泊料の決済を代行してくれるものもあります。そうしたサイトでは
ノーショーの場合、宿泊費を一部補償してくれるためノーショー・キャンセル対策にもなります。

●宿泊予約サイトの中には、登録情報を日本語で提供すると、外国語に無料で翻訳してくれる
ものもあります。また、海外の宿泊予約サイトの中にも、日本に事務所を設置し、日本の宿泊
施設に向けて日本語で対応してくれるものもあります。

●海外の予約サイトは国によってアクセス数が多いものが異なる場合があります。

●予約サイトによっては、登録に当たっての基準や審査を設けている場合もありますので
ご注意ください。

11
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主要な海外の宿泊予約サイト

※訪問者数は2017年6月時点での当協会調べ（SimilarWeb利用）、サイト概要や日本国内宿泊施設の登録件数は各社リリース及び当協会試算。

12

予約サイト名 対応言語 概要 登録宿泊 
施設数 

月間サイト 
訪問者数 

Booking.com 40 カ国以

上の言語 

世界一の宿泊施設登録件数。予約日

数の 1 日平均 1,200,000 泊。世界的に

は最も有名なホテル予約サービスの 1
つ。（本社：オランダ） 

1,305,145 
336,000,000
（欧州からのア

クセスが多い） 

Agoda 38 カ国の

言語 

アジア（タイ）を中心としたオンラインホ

テル予約を扱う。クレジットカードによる

アゴダへの前払い形式をとる。（シンガ

ポール） 

925,000 
以上 

35,000,000 
（アジアからの

アクセスが多

い） 

Expedia.com 33 カ国の

言語 

世界 33カ国でのサービスを展開するオ

ンライン旅行会社。AIR＋HOTEL が好

評。民泊サイトHomeAwayを運営。（米

国） 

320,000 
59,400,000 
（米国からのア

クセスが 80％
以上） 

Hotels.com 約 70 カ国

の言語 

エクスペディアのグループ企業で、ホテ

ルの予約のみを扱う。エクスペディアと

トリップアドバイザーへ投稿された口コ

ミも一緒に表示される。（米国） 

数十万軒 

57,600,000 
（約 40％が米

国からのアクセ

ス） 

Ctrip.com 13 カ国の

言語 

中国最大のオンライン旅行会社。世界

第 3 位の規模。訪日中国人の半数がシ

ートリップのサービスを利用していると

される。（中国） 

1,000,000 
39,400,000 
（約 90％が中

国語圏からの

アクセス） 
 


		予約サイト名

		対応言語

		概要

		登録宿泊

施設数

		月間サイト

訪問者数



		Booking.com

		40カ国以上の言語

		世界一の宿泊施設登録件数。予約日数の1日平均1,200,000泊。世界的には最も有名なホテル予約サービスの1つ。（本社：オランダ）

		1,305,145

		336,000,000（欧州からのアクセスが多い）



		Agoda

		38カ国の言語

		アジア（タイ）を中心としたオンラインホテル予約を扱う。クレジットカードによるアゴダへの前払い形式をとる。（シンガポール）

		925,000

以上

		35,000,000

（アジアからのアクセスが多い）



		Expedia.com

		33カ国の言語

		世界33カ国でのサービスを展開するオンライン旅行会社。AIR＋HOTELが好評。民泊サイトHomeAwayを運営。（米国）

		320,000

		59,400,000

（米国からのアクセスが80％以上）



		Hotels.com

		約70カ国の言語

		エクスペディアのグループ企業で、ホテルの予約のみを扱う。エクスペディアとトリップアドバイザーへ投稿された口コミも一緒に表示される。（米国）

		数十万軒

		57,600,000

（約40％が米国からのアクセス）



		Ctrip.com

		13カ国の言語

		中国最大のオンライン旅行会社。世界第3位の規模。訪日中国人の半数がシートリップのサービスを利用しているとされる。（中国）

		1,000,000

		39,400,000

（約90％が中国語圏からのアクセス）
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外国語版がある日本国内のネット予約サイトの例

■楽天トラベル （http://travel.rakuten.co.jp/）

・英語版、中国語版、韓国語版、タイ語を展開

■じゃらん （http://www.jalan.net/）

・英語版、フランス語、中国語版、韓国語版、タイ語、
インドネシア語、マレー語を展開

■JAPANICAN （http://www.japanican.com/en/）

・英語版、中国語版、韓国語版、タイ語を展開。 JTB系

※その他、国内宿泊施設団体や旅行会社などが展開する外国語対応の予約サイトも
あります。

※複数のOTAで合算して客室を運営したい場合は、海外サイトも対象とする「らく通」
「TL-リンカーン」「手間いらず」「ねっぱん」などのサイトコントローラーの導入を検討す
ることをお勧めします。

13
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③Google（グーグル）など検索サイトで探しやすくする

概要

ポイント

●外国人客が日本の情報について検索を行う各国の検索サイトで、
検索結果の上位に表示されることを目指すアプローチです。

●無料で実施できる対策と、有料の広告の２タイプあります。

●自施設で外国語ホームページがあることが前提となります。

●検索サイトとして日本ではYahoo!（ヤフー）を利用する方が多いですが、欧米各国では
6割～9割の方はGoogleを利用しています。また、中国では「百度（バイドゥ）」という
サービスが高いシェアを持っています。

●自施設に関連した地域・エリアなどについてお客様が「どんなワード」で検索をかけているか
を想定し、そのワードで検索したときに自施設のHPが上位に表示されるように対策をします。
（よく検索されるワードは、周辺観光名所や都市、エリア名などが多いでしょう）

【有料対策】 【無料対策】

検索連動での広告展開 自施設ホームページでの検索サイト対策

・グーグルなど検索サイトが提供している有料の
広告サービスを利用し、「特定ワード」が検索
された場合に、自施設の広告を上位に表示する
ようにするものです。⇒次ページに解説記載

・一般に、自施設のホームページ内に、「よく検索
されるワード」を文章の中などにちりばめておく
ことで、検索サイト上で表示されやすくなります。

14
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③“hakone hotel”に興味がある
人がホームページを訪れます

「検索連動での広告展開」とは

15

② “hakone hotel”に関連した広告
これがリスティング広告です。お金を払う
ことでこの部分に自施設の広告を表示で
きるようになります

①“hakone hotel”というワードでお客様が
インターネット検索を行う

自施設の
ホーム
ページ

宿泊
予約

「検索連動での広告」は一般に「リスティング広告」と呼ばれます。
「リスティング広告」を使えば、日本旅行に興味がある人を世界中か
ら自施設のホームページへ連れてくることができます。
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「検索連動での広告展開」の特徴

●費用は、自施設ホームページへの来訪１ユーザー当たり数十円程度から始め
られます。広告のリンクがクリックされなければ、 費用は発生しません。
また費用の上限を設定できる（例えば月に3万円まで、など）ので安心です。

●グーグルの場合、日本のグーグルサービス（グーグル アドワーズ）で日本語での
登録を行えば、世界各国のグーグルに広告を出すことができるようになります。
設定は日本語の画面で行えます。（検索キーワードは外国語での指定が必要です）

参考＞グーグルアドワーズサイト （http://adwords.google.co.jp/）

●中国で高いシェアを持つバイドゥ（百度）のサービスでは、日本の法人向けに
ワードを中国語に翻訳してくれるサービスも提供しています。

参考＞バイドゥ日本語版サイト （http://www.baidu.jp/）
※ページ下部 「リスティング広告・アドネットワーク広告」に説明あり

16

http://adwords.google.co.jp/
http://www.baidu.jp/
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「よく検索されるワード」をどのように調べるか

●グーグルでは「キーワードツール」として、

あるワードについてどの程度の検索がさ

れているのかという検索数の情報をイン

ターネット上で無償で提供しています。

●左図は、アメリカ合衆国においてグーグル

でhokkaidoというワードがどの程度検索

されているか（月間平均）を表示させたも

のです。

hokkaidoというワードの検索数だけでな

く、hokkaidoというワードと一緒に検索さ

れやすいワードも併せて表示されていま

す。

17
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インバウンドを成功させるための道具として
自施設の《外国語ホームページ》を作ることを、

また、外国人旅行者の利便性を向上させ
今や「必須」となっている《Wi-Fi》設備を設置することを

お勧めします。

最後に…

18
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外国語ホームページを作る際の考え方

まずは「1ページ」作るだけでも
よいでしょう。

■最初から手の込んだ外国語ページを作ろうと
思うと、費用も期間もかかるため、足踏みする
方も多いと思います。

■まず最初は様子を見るため1ページ作るだけで
もよいでしょう。
「外国語ホームページがある」ということが、
「外国人客ウェルカムである」というメッセージ
となるのです。

■１ページ作ることで、検索エンジンに表示させ
たり、口コミサイトからリンクをはって予約をとる
ことができるようになります。

19

■予約の受け付けは、最初はmailにします。
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外国語ホームページを作る際の考え方

言語はまず「英語ホームページ」で十分です。

20

■宿に直接予約をしてくる層はほとんどが「個人旅行者（FIT）」です。

■外国人個人旅行者の多くは、多少なりとも英語を理解し、使える
方がほとんどです。
最近話題の中国の個人旅行者層も富裕層が中心で、日本人より
も英語を使える方が大半です。

■逆に、英語以外の言語のホームページを作った場合、
「その言語を話せる人がいる」と解釈され、
その言語でメールや電話の問合せが入り、
トラブルになることもありますので注意が必要です。

纠纷

Schwierigkeiten

트러블

неприятностьمُشَاغِب problème

Foreign Independent Tour/Travel [Tourist/Traveler]
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英語ホームページの作成費用・期間イメージ

【1ページ簡易型】 【オーダーメード型】

●元となる日本語ホームページ有り
●必要情報を1ページに記載
●初期制作費 10万円前後～ 制作期間 2週間前後～

●ゼロから外国人客向けのホームページを制作
●総ページ数10ページ前後・トラベルライターが取材し原稿作成
●初期制作費 100万円前後～ 製作期間 2ヶ月前後～

＜イメージ例＞ ＜イメージ例＞

国際交流サービス協会では、宿泊施設、インバウンドに強みを持ったホームページ制作会社の
ご紹介も行っております。ご興味のある方は「インバウンド カフェ」ホームページよりお問い合わせください。

21
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Wi-Fi設備の導入

外国人旅行者にとってインターネットへの接続は不可欠です。

22

■日々の情報収集、SNSや口コミの発信のため、ネット接続環境は外国人旅行者
にとって重要な関心事になっています。

■SIMカード購入・ポケットWi-Fiレンタルを利用する外国人が増えてきましたが、通
信容量・速度に制限があります。無料でネットに接続できるのは大変ありがたがれ
ます。一方で、“宿泊施設ではつながって当たり前”という感覚の方も多いです。

【日本滞在中に役に立った旅行情報源】

出典：観光庁外国人消費動向調査（平成28年） n=23,438
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Wi-Fi設備の導入

23

■全客室で接続できるようにするには費用負担が大きい場合があります。まだ導入
していない施設では、まずはロビーなどの共用スペースで利用できるようにしてみ
てください。

■パスワードは必ず設定して、定期的に変更するのが基本です。例えば手書きでカ
ウンター内に掲示するなどして、施設利用者のみに伝わるようにしてください。

■設置したら、外国語ホームページ上や施設入口で「Free 
Wi-Fi」がすぐ分かるよう表示してアピールしてください。

■通信容量を気にすることなく、ストレスのない接続スピードで提供していることに
よって、その施設を選んでくれる理由が1つ増やせることになります。

参考：日本人が宿泊施設で重視するサービスのランキング上位

ホテルズドットコム：発表資料より

※併せて、施設付近の無料Wi-Fiスポットや、無料Wi-Fiが利用できる観光スポットの最新情報
も把握しておき、適宜外国人旅行者に案内できるように準備しておくことをお勧めします。
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